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はじめに

　徳島県小松島市前山遺跡から出土した埴輪群は ,『小松

島市史』（小林，1974）などで早くから紹介されており， 

徳島の古墳時代を代表する考古資料として，徳島県立博物

館において常設展で展示され，広く知られてきた．

　筆者自身も , 他地域の埴輪を研究し，あらたに徳島県内

に活動拠点を構えることとなり，入手できる限りの文献を

手元に置き始めた際に『日本の古代遺跡　36　徳島』（菅原，

1988）で，巻頭図版により紹介された前山遺跡の埴輪を早

く見たい，遺跡の現地を訪れたいと思ったものだった．

　一方で，その出土前後の経緯が整理されておらず，研究

面でもどかしい状態が続いていた．そんななか , 基本情報

の整理が行われ（岡本，2022），活用に道筋がついたもの

の , 一部の資料の紹介にとどまっていた．続く資料化は河

内一浩が馬形埴輪により行われ（河内，2023），今回は靫

形に焦点を当てる．

靫形埴輪の観察

　一般に埴輪は，筒形の円筒と器物・人・動物を模した形

象とに分類され，形象は模倣する対象により「◯◯形」と

呼ばれ，その成り立ちや使用法などが研究対象とされてき

た．形象埴輪は器種によってはデフォルメの進行により模

倣元の特定が議論となったものもあるが，今回取り扱う埴

輪の模倣対象は「靭」である．靭は矢を入れるための武具

の一種で，鏃を上に向けて収納するため，鏃の表現があれ

ば靭形として識別できる（同じ矢入れ具でも鏃を下に向け

る胡籙であれば，矢羽を上向きに表現する）．靭形埴輪は

箱形の矢筒に背板をもつ 1 類と半円筒形の矢筒に鏃部と背

板がつく 2 類に大きく分けられる（高橋，1988）．

　前山遺跡出土の靭形埴輪とその可能性のある資料は 18

点である（表 1，図 1・図 2）．おおよそは一覧と図を参照

することで理解が得られると思うが，残存範囲が大きく，

形状を知るのに情報量の多い 3 点（1・2・6）について詳

述する．なお靫形の部分名称は和田の整理（和田，2022）

にならう（図 3）．

　1 は円筒形の基台部と飾板の下半からなる．基台部は円

筒埴輪と同様に粘土帯を積み上げて成形し，高さ 40㎝の

円筒を上下反転させて，粘土帯を上方に積み上げる「形象

埴輪基部倒立技法 」による（東影，2010）．これにより円

筒部分は下半が上に向かってすぼまり，上半は直立する．

突帯は下端に 1 箇所，飾り板の下端以下がほぼ 3 等分され

る位置に 2 か所貼り付ける．突帯間には最下段では正面と

背面に，1 段上には左右に，それぞれ 2 か所ずつ円形の透

かし孔を穿つ．内外面ともに全体にナデにより成形され，

円筒埴輪で多用されるハケ調整は内面にわずかにみられる

程度である．外観を意識したのであろう．

　飾板は器台部から延びる円筒の左右に扁平な粘土板を接

続して作られる．残存部位では左辺が直線的に幅を狭める．

残存の上半ではヘラ先沈線による下端の区画と斜格子を描

く．下半は外周と下端を 4 条一括沈線によって区画し，中

央近くに縦長で左右対称の弧を描き，外側に 2 ないし 3 条

の沈線による「く」字形文を配し，その間を 4 条一括沈線

による横方向の弧文で充填する．

　2 は板状の破片で，上端の一部と左右辺の一部が残存す

る．左右辺は上方に向かって幅が大きくなる．外周は沈線
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で区画されるが，上辺では 3 条の沈線のうち 2 条目にヘラ

先の刺突を伴う．外周の左右辺では 4 条一括沈線で描かれ

る．その内側にはヘラ先刺突が縦方向に 2 列ずつ，刺突列

の間には左右の 4 条一括沈線がある．これらに囲まれた中

央にはヘラ先線刻によりタテ線とその上端の左右斜めの線

で構成される鏃の表現がある．鏃表現は 7 本分あり，下端

は不明である．

　6 は飾板の上半で，円筒から右側に接続される位置のも

の．上辺は水平で，わずかに残存する右辺は上方に向かっ

て幅を広げる．上辺と右辺は外周に 4 条一括沈線を描く．

残存部下半にヘラ先沈線により上端の区画沈線と斜格子

を，上半は 4 条一括沈線による弧文と縦の直線文を描く．

表 1　前山遺跡靫形一覧

番号
法量（cm）

《》は残存値・〔〕は復元値
既出

1
器高：《73.7》
幅：《28.6》〔34.8〕
円筒部径：（下半）17.7　（上半）15.9

岡本2022図8-2
（写真のみ）

2
器高：《14.4》
幅：《17.7》　上端〔24.4〕

岡本2022図7-1
岡本2022図8-1

3
器高：《7.1》
幅：《13.4》
円筒部径：〔7.2〕

4
器高：《11.6》
幅：《7.6》
円筒部径：〔11.2〕

岡本2022図7-2

5
器高：《15.0》
幅：《10.4》

6
器高：《20.1》
幅：《9.3》

岡本2022図7-4

7
器高：《12.3》
幅：《10.9》
円筒部径：〔17.0〕

8
器高：《12.8》
幅：《9.4》
円筒部径：〔15.0〕

9
器高：《13.6》
幅：《6.0》
円筒部径：〔13.6〕

10
器高：《10.2》
幅：《5.0》

11
器高：《11.1》
幅：《8.1》
円筒部径：〔14.3〕

岡本2022図7-3

12
器高：《11.0》
幅：《4.9》

13
器高：《4.6》
幅：《3.7》

14
器高：《4.8》
幅：《3.5》

15
器高：《8.3》
幅：《6.3》

栗林2015図4-2

16
器高：《12.8》
幅：《9.9》
円筒部径：〔15.9〕

岡本2022図7-5

17
器高：《7.6》
幅：《3.8》
円筒部径：〔13.9〕

18
器高：《5.5》
幅：《5.7》

所蔵 徳島県立博物館

小松島市教育委員会

備考1（形態・技法の特徴）

円筒部と飾り板部分
4条1単位の線刻
基部は3条3段で倒立接合（円形透かし孔）

鏃部分の上辺と左右片
上方を向く線刻による7本の鏃表現
4条1単位の線刻による外周区画
上辺区画は線刻3条＋刺突列

鏃部分
2条1単位の沈線
縦・横方向の刺突列

飾り板部から鏃部分
4条1単位の線刻による外周区画と弧文、刺突列

円筒部から飾り板の左張出し部
4条一単位の線刻による外周区画と弧文

飾り板の張り出し
円筒部部分に4条1単位の線刻による外周区画と直線

円筒部から飾り板の左張出し部
4条一単位の線刻による外周区画と弧文
線刻による放射状文

円筒部から飾り板の右張出し部上辺
4条一単位の線刻の区画と直線文・弧文

飾り板上半
区画の斜格子文様帯
4条1単位の線刻による弧文

4条一単位の線刻

飾り板部分
3条一単位の線刻、斜格子

円筒部から飾り板の右張出し部
水平方向の線刻1条

円筒部から飾り板の左張出し部
3条一単位の線刻

円筒部から飾り板の左張出し部
4条1単位の線刻による弧文、斜格子文様帯

円筒部分から飾り板部分
4条一単位単位の線刻

飾り板
4条1単位の線刻弧文

飾り板の張り出し部
4条1単位の外周区画

飾り板
周縁部に4条一単位の線刻
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靫形埴輪の復元

　ここまでの情報を元に全体形状の復元を試みる．前項で

触れた 1・2・6 と共通する形状や文様から部位を特定でき

るもの（3・4・8・9），円筒部と張出の接続，径の復元か

ら左右の幅などが復元可能なもの（3・4・7・8・9・11），

飾板の中位に配置される斜格子の文様帯（1・6・9・10）

や鏃表現の左右にある縦方向の刺突文列（3）が形状復元

のポイントとなる．さらに反復する文様は延長し，一部を

左右反転して補った．これにより復元した靫形埴輪の全体

を図 4 に掲げた．根拠としたパーツの位置関係も図 4 左下

に示した．

　復元により得られた法量は，全高は 109.8 cm（円筒部

49.8cm・形象部 60.0cm），形象部の最大幅 35.8cm・最小幅

図 1　前山遺跡の靭形埴輪（１）
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図 2　前山遺跡の靭形埴輪（２）
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21.2cm である．基本形状としては，円筒部に形象部が接

続する高橋の 2 類に当たる．

　形態の特徴は，全高の大きい高い事が挙げられる．これ

は円筒部が高いことによるものだが，威儀の象徴としての

一面と見ることができる．類例として徳島県立博物館の石

見型埴輪を取り上げる．資料化されていないため正確では

ないが，円筒部の中間の突帯が 2 条で，1 条分の約 15cm

低いことになる．円筒部を倒立させてから上方へ積み上げ

る手法は，前山遺跡の埴輪では人物 2 点・石見型 1 点とも

共通している，

　ふたたび靭形埴輪に戻ると、形象部のうち鏃部では上辺

を除いて周囲を 4 条一括沈線により区画する．鏃部では鏃

の左右に刺突列が並ぶが，これらは皮革の縁取りを模して

いるとみられる．上半の鏃部は背が高く，鏃も長く描かれ

る．逆刺・矢羽根は表現されない．2 は前面も背面も平坦

である．特に背面ではこの高さまでは円筒部が及んでいな

い．ただし，やや下位に復元した 3 の背面には円筒との接

続がみられる ．

　中央の鋸歯文帯をはさんで，下半は台形，上半は逆台形

が上下対照に配置され，ともに 4 条一括沈線による弧文な

どで埋められる．こうした形状は以前から「奴凧形」と称

されているものである．4 条一括沈線は沈線を引くヘラを

4 本束ねて施文を行う手法である．前山遺跡の埴輪では，

盾持ち人物 2 点（京都国立博物館蔵，岡本 2022 図 7-6）

は 2 条一括沈線，石見型 5 点（徳島県立博物館蔵，岡本図

7-7・8・9，西本 2015 第 2 図）・蓋形（岡本 2022 図 5，図

6-2 など）は 3 条一括沈線により施文しており，4 条一括

沈線は靭形にのみ用いられる．

徳島県内の靫形埴輪

　まず前提として徳島県内では埴輪を用いる遺跡は古墳そ

の他を含めて 35 例前後である．埴輪を使用する約 200 年

という期間のなかで多い事例数ではなく，継続的とは言え

ない．よって他地域からの情報をもとにその都度，造形を

生み出していたと考えられる．

　徳島県内で靫形埴輪として知られるものは，確実なもの

としては鳴門市大代古墳・助ヶ谷古墳群，徳島市渋野丸山

古墳があり，可能性のある資料には板野町川端遺跡がある．

大代古墳と渋野丸山古墳のものは箱形の 1 類であり，ここ

で比較対象となるⅡ類は助ヶ谷1号墳出土の1点である（図

5）．

　助ヶ谷 1 号墳は鳴門市大麻町池谷に所在し，阿讃山脈か

ら南に延びる尾根上に小規模な古墳などが築かれていた．

埴輪は SM1001 に伴うが，墳丘の高まりは認められるもの

の，削平により埋葬施設は未確認．墳丘の北側に埴輪が散

布しており，もと墳頂に配置されていた可能性が指摘され

図 3 　靭形埴輪の部分名称（和田　2022）



藤川智之

− 112−

図 4 　前山遺跡靫形埴輪の復元
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ている．埴輪の出土量は少なく，形象埴輪として識別され

たのは靫形埴輪 1 点である．板状の埴輪片は上辺が一部残

存するほかは欠損している．表面にヘラ描による線刻があ

り，向かい合う弧が 2 本一組になるもので柳葉型の鏃が描

かれる．胎土・色調とともに鏃の表現も異なることから，

前山遺跡とは別の系譜による造形とみるべきであり ，検

討対象はさらに広く考える必要がある．

前山遺跡の靫形埴輪の評価

　図 6 には前山例（1）と前後する時期の西日本の靭形埴

輪の類例を図示した（2-6）．形状を比較しやすくするため

に，前山例を基準に補助線を付加した．

　まず円筒部の残存しないものも含めて，前山例の円筒部

の高さが際立つ反面，形象部下半が短いという特徴があげ

られる．形象部の中位にあるくびれの位置に注目すると，

前山例が高い位置にあることがわかる．参考として前山遺

跡の石見型（7）も合わせて比較してみると，形象部全体

の比率は異なるものの，中位のくびれの位置や斜格子文帯

の採用に共通性があり，石見型からの影響を感じさせる．

　その他の要素として，形象部の線刻・文様構成に着目す

る．形象部下半は直線文と弧文を組み合わせた「直弧文」

である．器財埴輪を飾る主要な文様であり，前山例では 4

条一括沈線により描くが，それぞれの単位に規則性は乏し

く，直弧文としては退化しているとみなすことができる．

上半・下半とも直弧文で埋めるものと，上半と下半とで施

文を違えるものがあり，その表現は一様ではない．区画や

施文の沈線を複数条の沈線とすることはよく見られるが，

一括施文する例は大日山 35 号墳を代表に，和歌山市岩橋

千塚古墳群の形象埴輪に見られる手法であり，前山例の祖

形の有力候補である 5 ．このことは前山遺跡の石見型埴輪

と馬型埴輪を検討した河内一浩によってすでに指摘されて

いる（河内，2009・2023）．

　一方で鏃部を見ると，大日山 35 号墳・三日市 3 号墳・

菟道門ノ前古墳の諸例では背が低く長方形となっているの

に対して , 前山例は背の高い逆台形となっており、ここで

も差異が目立つ．奈良県烏土塚古墳例は全形は不明である

が，鏃部の平面形状が類似しているだけではなく，鏃身と

茎のみのシンプルな鏃の表現も近い．6 世紀中頃に築造さ

れた烏土塚古墳は，西日本での形象埴輪使用の最終段階に

あり，製作技法・形態のいずれの点でも簡略化が進んでいる．

　埴輪片を図化・分析の上で全形を復元することで前山遺

跡の靭形 1 点の中に，諸遺跡例との類似がみられるものの，

その異同の様相は単純ではないことが明らかとなった．

　前山例には円筒部に倒立した円筒を用いる形象埴輪基部

倒立技法が採用されていることは先にも触れた．西日本で

の形象埴輪製作に 6 世紀になってから採用された技法であ

る．前山遺跡では靭形に加えて，石見型や人物 2 種にも採

用され，器高の高い形象埴輪製作の基本となっている．ま

た，形象埴輪の器種を横断する手法として，文様構成など

の表面的な要素と比較して情報伝達を知るのに有効な分析

観点と考える．しかし，系譜関係に迫るには相互の類例が

少なく，現状は蓄積が求められる段階である 6．

　前山遺跡の埴輪製作者は西日本各地との情報共有のも

と，埴輪づくりに当たったことをいくつかの要素で指摘で

きた．このことは埴輪製作を主導した地域首長層の関係の

一端を示すものである．

　前山遺跡には靭形埴輪のほかにも各種の形象埴輪があ

り，多くの情報を持っている．個別検討の後に総合的な評

価を行うことが必須と考える．さらなる資料の精査の蓄積

を期待したい．
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1　東影悠は，和田一之輔が「円筒部」と呼ぶ箇所を「形

象埴輪基部」と称する．

2　なお，復元のパーツに重複があること（2 と 3，6 と 9），

同じ部位とみられる 5・7 は文様のパターンが異なってい

ることから，そもそも複数個体分のパーツがあることには

留意しておく必要がある．

3  前山遺跡の石見形埴輪の背面では，円筒の上端から上方

に補強用の桟が付く．3 の円筒も桟の一部の可能性もある．

4　助ヶ谷 1 号墳は円筒埴輪の外表が B 種ヨコハケで整形

されることから 5 世紀後半の築造と考えられる．この時期

の鉄鏃としては柳葉型は主体を占める型式ではなくその系

譜は別途検討する必要がある．

5　和歌山市大日山 35 号墳をはじめとする紀伊の形象埴輪

には一括沈線がみられるが，いずれも 3 条一括であるが，

前山遺跡での一括沈線は，靭形（4 条），盾形・石見型・

蓋形（3 条），盾持ち人物（2 条）のバリエーションがある．

6　前山遺跡の形象埴輪の基部は，いずれも東影分類によ

り，1a 類にあたり，大和盆地南部・河内・和泉の諸例と

共通する．




